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〔抄　録〕

　余剰分配問題において Shapley 値流の公理から導かれる解概念が線形のNash 交渉解で
あることを，本研究では明らかにした。具体的には，効率性，対称性，ナル，加法性を満
たす余剰分配問題の解は，唯一存在し，それは線形のNash 交渉解で与えられる。
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